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令和元年度 部局自己評価報告書 （23：図書館） 

 

Ⅱ 平成 30年度の特筆すべき取組／令和元年度の計画 

【平成 30年度実績】 

1. 学術情報整備計画の促進 

No.20 ①-2 世界トップレベル研究の推進 

No.80 ①-2 学術情報拠点としての図書館機能の活用 

 

実績報告  

「東北大学学術情報整備計画」に基づき、本学教員の研究推進に必要な電子ジャーナル・データ

ベース等の整備を行った。各部局の教員で組織する委員会で必要不可欠なジャーナル・データベ

ースを厳選し、契約内容を本学の需要に合わせた結果、電子ジャーナルの年間アクセス数が前

年度より 30万回以上増加した。 

同時に、全学的基盤経費及び部局負担により 7億円を超える経費を確保した上で、大手海外出

版社と直接価格交渉を行い、提示価格を総額 1500万円引き下げることに成功した。こうした取り

組みにより、大型パッケージの契約も維持することができた。 
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2. 教員及び学内関連部署と連携した学習支援の実施 

No.01 ①-1 現代的課題に挑戦する基盤となる先端的・創造的な高度教養教育の確立・展開 

No.02 ②-1 学部専門教育の充実 

No.80 ①-2 学術情報拠点としての図書館機能の活用 

 

実績報告 

附属図書館副館長を委員長とする附属図書館学習支援委員会を設置し、教員や学内関連部署

との連携により、本学学生の学習支援を推進している。 全学教育科目「大学生のレポート作成入

門：図書館を活用したスタディスキル」は初年次における、学術情報探索と有機的に結びついたア

カデミック・ライティングスキルの習得を目標として開講し、授業評価は全項目において 4.0～

5.0、総合評価は全科目平均 4.25を上回る 4.5の高評価となった。 

 

また、附属図書館本館・分館で講習会を 90回開催し、主に学部学生を対象に図書館の利用方

法や電子ジャーナル・データベース等の活用方法の説明を行い、延べ 2,285名が受講した（学部

学生 10,881名中）。 

新入学生を迎えるにあたっては、図書館の利用に関する情報を盛り込んだ「図書館スターターパ

ック」を約 3,000部作成し、教育・学生支援部の協力を得て全員（留学生を含む）に配付した。 
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シリーズ「ゆかりの人々」は、「東北大ゆ
かりコレクション」にちなみ、本学の教職
員、卒業生など、東北大学にゆかりのある
方々の著書について、ご本人に様々なエピ
ソードを含めて、ご紹介いただくコーナー
です。 シリーズ19回目は、本学史料館加
藤諭准教授です。

阪神・淡路大震災や東日本大震災を経て、各地域に伝来して
きた歴史文化資料を保全することの大切さがクローズアップ
され、東北大学でもそのための取り組みが進められています。
それでは残されてきた史料からは何がみえてくるのでしょう
か。ここでは、東北の歴史をテーマに、多様な歴史像の魅力を

知ることのできる書籍を紹介いたします。

「講座東北の歴史（第2巻都市と村）」
入間田宣夫監修、平川新・千葉正樹編、清文堂、
2014年　本館2Ｆ学閲　GC11/0190

講座東北の歴史は全6巻構成で、歴史学の
みならず、考古学、民俗学の分野も加えた学
際的な講座シリーズです。東北のもつ多様
性と、かたちづくってきた歴史のプロセス

を、古代から現代まで幅広い時期と地域設定で論述されていま
す。第2巻は都市の特徴と村の生活や開発のありようを分析し
た巻で、私は戦前期の東北地方で、どのように百貨店が成立し
ていったのか、岩手、宮城、山形、福島を対象に、隣県への波及
効果に着目して分析しています。

「東北からみえる近世・近現代　
さまざまな視点から豊かな歴史像へ」
荒武賢一朗編、岩田書院、2016年 本館2Ｆ学閲　
GC11/0220

本書は、東北アジア研究センターおよび同
センター上廣歴史資料学研究部門の共同研究
の成果として企画されました。『講座東北の
歴史』のシリーズと同じく東北地方の歴史を

探究していますが、より時期と対象を絞り込み、17世紀から
20世紀後半にかけての東北地方を素材に、領主と民衆の交差、
物流と商工業の変化、東北の人物・思想についてまとめられて
います。私はこの本の中で、仙台の地場小売業の老舗、藤崎（百
貨店）を通じて、近代消費社会の展開と小売業の変容を考察し
ました。

SERIES

書名：A brief history of 
time : from the big bang to 
black holes   
著者：Stephen W. Hawking
本館書庫  MB31/29 他

シリーズ＜つながり＞の一冊は、学生の皆さんが感銘を受けた本や、他の学生さんにお薦めしたい本、ご自身の研究上影響を受け
た本などを紹介しながら、つながっていく＜リレーエッセイ＞です。

We are nothing but a speck of stardust（我々は星屑の一片に過ぎない）
理学部物理学科卒　Ahmed Mustahid（アハメド ムスタヒド）

〈 つながり 〉 の一冊 SERIES

「 ゆかりの人  々」   東北大学史料館 准教授  加藤  諭

A Brief history of Time by Stephen 
Hawkings, has a very humorous, yet 
thought provoking way of dealing 
with obscure concepts of physics, 
which shows this man is not only a 
genius, but also possesses a great 
sense of humor.

He starts the book with the story 
of an old woman who during a 
public conference on astronomy by 
Bertrand Russsel, tells him that the 
earth is flat and lies on the back of a 
turtle. “Where is the turtle standing 
on?”, Russel retorts back.

But what is interesting is that this 
turtle turns out to be a great metaphor when it comes to 
answering some basic questions of physics. Taking into 
account the series of questions: Why does the earth 
move?-gravity. What creates the gravity?-According to 
Einstein, space curvature. But what causes space curva-
ture.-because of mass. But again, why should mass deform 
the space. Scientists get stuck at this point. In fact, theory of 
gravity rests on three turtles and the fourth one is still undis-
covered.

The first chapter contains historical perspective, after 
which, the real physics starts and he describes various 
important materials required for the later chapters. The first 
half deals with gravity, quantum mechanics, unification of 
space and time.

Hawking addresses general theory of relativity and its 

conflict with quantum theory. 
The book also describes the expansion of the universe 

which is the consequence of gravity.
But we do not see the expansion because from our 

perspective the expansion is very insignificant. It is visible 
only when we look at distant objects.

One of the most important discovery in the nineteenth 
century is that all matters consist of microscopic constituents 
which gave the rise of quantum mechanics. Besides 
phenomenon like wave particle dualities, tunneling effect 
are also described briefly.

The second half of the book mainly contains discussions 
on his own research materials: black holes, Hawking radia-
tion, origin of the universe and grand unified theory.

When light passes by a black hole it pulls the light with 
force so great that it cannot escape.

But according to quantum theory, a particle through a 
medium has a probability that it is found on both sides of the 
medium. So, a bit amount of light still stays outside black 
hole, which is observable if the black hole is microscopic. 
This is called Hawking radiation.

Since the universe is expanding, at the very beginning it 
was very small. The creation of the universe is based on 
number of conditions which many people believe were set 
by God. But Hawking stresses that the origin has no specific 
boundary which means no requirement of initial conditions.

Finally, this book is wonderful and very well arranged in its 
content. A must read for people who are curious about the 
origin of the universe and looking for a greater meaning of 
our temporal existence in this world.

「A brief history of time : 
       from the big bang to black holes」

WELCOME

―レポート作成法と図書館活用法を学ぼう―
新入生必見 ! 図書館を使った全学教育授業ガイド

新入生のみなさん、入学おめでとうございます。今はこれから始まる大学生活への夢と期待で胸を膨らませていることでし
ょう。一方、大学での学習に不安を感じている方も多いのではないでしょうか。

大学生になると、自分の考察や意見をまとめたレポートを書くことが多くなります。ただ自分の私見を述べるのではなく、様々
な文献を読み、論拠を示しながら訴える必要があるのです。そのためには図書館を使って文献を集めることが必要です。

ここで紹介する科目ではこの両方を学ぶことができます。ぜひ受講してください。

この授業では、大学生に求められる「学術的」なレポ
ートの作成法や、それに欠かせない情報収集の方法の
基礎と図書館活用法、そしてプレゼンテーションの技
法を学ぶことができます。更に、担当する4名の先生方
が、あなたのレポートを2回添削するという他の授業に
はない特徴があります。この授業を受講すれば、確実
に長く役立つスキルを身につけることができますよ。
※第15週以降の試験やレポート提出はありません。最終日には優

秀レポートの紹介、先生方からの講評など様々なお楽しみが！

大学の授業で課されるレポートを大別
すると、「～とは何か？」「なぜ～なのか？」

「～をどうすべきか？」の3つに絞られま
す。この類型を知っていることが質の高
いレポートを書くことにつながります。
この授業では、同じテーマで上記3タイ
プのレポートを書き、短期集中でレポー
トの類型を学びます。図書館で行う回で
は、レポートを書くのに欠かせない、資
料の探し方や配架場所を、東北一の所蔵
数を誇る当館の中を回りながら覚えるこ
とができます。また、授業内で「書庫ガイ
ダンス」も受講できるので効率的です。

年間通して、レポートの書き方と図書館活用法を学ぶチャンスがあります。レファレンスデスクでもサポートします。

◇この講義のおすすめポイント!

◇この講義のおすすめポイント!
あなたのレポートを先生方が、それぞれの観点で2回コメントします!

どの学部でも役立つ!  3タイプのレポー
トの書き方を学べます。 

・レポートを書く上で必要な視点を教えてもらい、役に立った。
・4人の教員がそれぞれの観点から評価してくれ、その評価を踏ま

えて発表やレポートの仕上げをできたのが特によかった。
・図書館ウェブサイトや、データベースの使い方を詳しく学べ、こ

の授業以外でも役立った。
・序論の書き方など、今まで重要視してこなかったところの大切さ

を知ることができてよかった。

カレントトピックス：「大学生のレポート作成入門：図書館を活用したスタディスキル」

第1/3/5/7セメスター、火曜5限曜日・講時 附属図書館副館長ほか担当教員

串本剛　担当教員

第1クォーター（週2）、火曜/木曜1限
第4クォーター（週2）、月曜4限/水曜1限

曜日・講時

全学部対象学部

1Q…医保歯薬工　
4Q…文系 理農

対象学部

基幹科目：言語表現の世界
「展開ゼミ：読んで書く作法の理解と実践」

初回4/10

初回4/10

酒井聡樹
生命科学研究科准教授

ベストセラーレポート本の著者

研究目的の
意義は？
本論に
説得力は？

渡辺正夫
生命科学研究科教授

NATURE等大手雑誌に論文多数

読んで
わくわく
する、興味
を引く？

山田仁史
文学研究科准教授

人文社会科学のオールラウンダー

先行研究
押さえた？
論旨に
一貫性は？

串本剛
高度教養教育・学生支援機構准教授

大学教育研究の専門家

引用は
適切？
指定書式で
書いた？

昨年度の受講生からの声

高度教養教育・
学生支援機構准教授

この授業のテーマは、現代社会の教育
問題についての理解と考察を深めること
です。グループワークでメンバーと共に
課題を設定し、解決のための調査、課題
に対する自分の主張をまとめます。図書
館では、論文データベースの使い方や図
書館活用法を学び、様々な文献を集めま
す。これらの過程を経て、最終的に自分
の意見をまとめてレポートを書きます。

◇この講義のおすすめポイント!
課題解決のプロセスを経験し、研究の作
法と大学での学びを体験できます!

担当教員

第1セメスター、
月曜3・4限（隔週）

曜日・講時

全学部対象学部

基礎ゼミ：
「現代社会の教育問題を考える」

初回4/16

佐藤智子　
高度教養教育・
学生支援機構准教授

賴　羿廷　
高度教養教育・
学生支援機構助教 この授業では、現代の大学生が直面す

る身近な問題を扱います。前半後半で2
つのテーマを取り上げ、それぞれグルー
プディスカッションを経て、レポートに
まとめ発表します。受講生間でピアレビ
ューを行うことにより、根拠に基づき意
見を主張したり、筋道を立てて考えをま
とめる力を身につけます。

図書館では、雑誌論文や新聞記事、統
計など、時事的な情報の入手方法を中心
に学びます。

◇この講義のおすすめポイント!
大学生にとって身近な問題について、最
新の文献情報を集める力を身につけ考え
を深めることができます！

第2セメスター、
月曜4限

曜日・講時

文系 理農対象学部

基幹科目：人間と文化
「大学生の現代的問題」

初回10/1

岡田有司担当教員
高度教養教育・
学生支援機構准教授

4/10 （火）16:20に

いよいよ開講!!!

あ
な
た
の
レ
ポ
ー
ト
!!

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 （月）
【1/3/5/7セメ】大学生のレポート作成入門

【1セメ】現代社会の教育問題を考える 【2セメ】大学生の現代的問題

【4Q】読んで書く作法の
　　  理解と実践【1Q】読んで書く作法の理解と実践開講

スケジュール

Ⅱ H30実績（4 / 17）



（23：図書館） 

 

3. 図書館の自主財源確保の推進 

No.61 ③-1 安定した自己財政基盤の確立 

No.66 ①-2 基金の充実 

No.80 ①-2 学術情報拠点としての図書館機能の活用 

 

実績報告 

他の国立大学図書館で類を見ない事業として、図書館蔵書をモチーフにしたオリジナルグッズを

販売し、約 20万円の収益を得て図書館事業に活用した。 

 

また、公益財団法人朝日新聞財団からの助成金 30万円を得て、漱石文庫や『資本論』（初版本）

などの古典資料の修復を行うことができ、この成果について「平成 30年度修復資料公開展示」を

開催した（平成 31年 2月）。 

さらに、平成 31年 3月 1日に東北大学特定基金「図書館のみらい基金」を設置し、年度末までの

1か月間で約 40万円の寄附があった。 

修復資料公開展示.JPG, 基金.JPG, グッズ販売.JPG, グッズ例.jpg 
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4. SNS を活用した国内外への図書館広報の活性化 

No.17 ①-1 学生募集力の向上 

No.41 ①-2 国際発信力の強化 

No.43 ②-1 外国人留学生の戦略的受入れと修学環境の整備 

No.70 ①-1 情報の受け手に応じた効果的な情報発信の展開 

No.80 ①-2 学術情報拠点としての図書館機能の活用 

 

実績報告 

本学学生を中心とした附属図書館利用者や国内外の関係機関に対して、図書館サービスや事業

について周知するために、SNSを活用して広報を活性化させた。 

Twitter（アカウント：@hagi_no_suke）は平成 30年度末時点で 9,600件ツイートしており、フォ

ロワー数は 6,000名を超えて国内の国公私立大学図書館では 4位（Twitter開設 136館中）と

なった。 

平成 30年 11月に開設した Instagram（アカウント：tohoku_univ_lib）はフォロワー数が 2か月

後の 12月末には 100名、5か月後の 3月末には 200名を超え、国内の国公私立大学図書館

では 3位（Instagram開設 21館中）となった。 
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また、大学院等の留学生を雇用し活動を行っている留学生コンシェルジュも、SNSで留学生向け

に図書館を活用した学習・研究に関する情報発信に努め、外国人留学生の修学環境の整備に貢

献した。Facebook（アカウント：tohokuunivlib）は 500名以上がフォローしており、また、図書館

（本館・分館）を紹介するプロモーションビデオを作成し、YouTubeで 8,000回以上視聴された。 

 

Twitter.jpeg, Instagram.jpeg, 留学生 Facebook.JPG, SNS.jpg  
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H30印刷形式0826%20_%20東北大学%20第3期中期目標期間評価データベース_files/留学生Facebook.JPG
H30印刷形式0826%20_%20東北大学%20第3期中期目標期間評価データベース_files/SNS.jpg


（23：図書館） 

 

5. 図書系職員の人材育成・高度化 

No.59 ②-2 大学の教育研究活動及び経営を担う人材の確保・育成 

No.80 ①-2 学術情報拠点としての図書館機能の活用 

 

実績報告  

本学図書系職員及び東北地区内大学図書館の人材育成を目的とした研修会を企画し、2回開催

した。特に「東北地区西洋古典資料保存講習会」（平成 30年 11月 16日、於 東北大学附属図書

館）は、一橋大学社会科学古典資料センター・附属図書館との共催によるもので、東北地区大学

図書館協議会加盟 63館から 43名が受講した。 

また、本学図書系職員が「東北大学附属図書館調査研究室年報」第 6号（平成 31年 3月刊行）

に 6件、学外の雑誌に 1件、学外のウェブサイトに 2件、論文や記事を執筆し公表した。 

さらに、本学図書系職員が国際会議で 1件、国内の学外会議で 2件、本学の図書館事業等に関

する講演・報告を行った。 

これらの取り組みにより、本学の図書館事業を国内外へ周知するだけでなく、職員の人材育成・

高度化に資することができた。 

 4-1_講習会_木這子.pdf,  4-2_講習会_文教ニュース.pdf,  4-3_附属図書館調査研究

室年報目次.pdf, 4-4_PRRLA プログラム(抜粋).pdf, 4-5_PRRLA_文教ニュース.pdf 

 

 

Ⅱ H30実績（11 / 17）

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/4-1_%E8%AC%9B%E7%BF%92%E4%BC%9A_%E6%9C%A8%E9%80%99%E5%AD%90.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/4-2_%E8%AC%9B%E7%BF%92%E4%BC%9A_%E6%96%87%E6%95%99%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%B9.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/4-3_%E9%99%84%E5%B1%9E%E5%9B%B3%E6%9B%B8%E9%A4%A8%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%A0%94%E7%A9%B6%E5%AE%A4%E5%B9%B4%E5%A0%B1%E7%9B%AE%E6%AC%A1.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/4-3_%E9%99%84%E5%B1%9E%E5%9B%B3%E6%9B%B8%E9%A4%A8%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%A0%94%E7%A9%B6%E5%AE%A4%E5%B9%B4%E5%A0%B1%E7%9B%AE%E6%AC%A1.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/4-4_PRRLA%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%A0%28%E6%8A%9C%E7%B2%8B%29.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/4-5_PRRLA_%E6%96%87%E6%95%99%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%B9.pdf
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9月25日（火）～ 27日（木）に附属図書館多目的室を会場として、
附属図書館が所蔵するヴント文庫と、文学研究科心理学研究室が保
管する古典的な心理学実験機器を展示しました。これは仙台で開催
された日本心理学会第82回大会の企画として、附属図書館、文学研
究科協力のもとに実施されたものです。

ヴィルヘルム・ヴント（Wilhelm Wundt  1832 - 1920）は実験
心理学の父とされ、ヴントがライプツィヒ大学で立ち上げた研究室
は世界初の実験心理学の研究室であると言われています。ヴント没
後に数千冊の蔵書が売り出され、ライプツィヒ大学や米国のエール

大学、ハーバード
大学も購入に乗り
出していましたが、競合の末、東北帝国大学法文学部創設時（1922年）の
心理学研究室初代教授であった千葉胤成が購入しました。購入費用は大学
の予算だけではまかなえず、斎藤報恩会による支援を受けています。これ
が現在のヴント文庫です。今回の展示では購入当時のエピソードも紹介さ
れました。

各種の古典的な心理学実験機器は、法文学部創設時に購入したものをは
じめ、実際に実験に使われてきた貴重なもので、来場者はみな熱心に見学
されていました。３日間で226名の来場がありました。

11月16日（金）、附属図書館を会場に、保存講習会を開催し
ました。学術資料は、現在に生かすだけでなく、未来にも継承
し、未来の研究者にも提供し続けることが求められます。その
ためには、電子化をはじめとする代替手段化を進めながら、同
時に原資料の保存を強化していく必要があります。

今回の講習会は、講義・実演を通して、図書館職員が原資料
の劣化や破損への対策を学び、東北地区の大学図書館間でその
ノウハウを共有することを目指すものです。

当日は、まず一橋大学の鈴木宏子学術・図書部長より、本講
習会がその一環でもある「西洋古典資料の保存に関する拠点お
よびネットワーク形成事業」の概要説明と成果報告がありました。続いて東北大学から事例報告を行いました。

後半は、一橋大学からお招きした講師による講演と実演をいただきまし
た。一橋大学社会科学古典資料センターは、国内有数の西洋古典資料と保
存修復工房を有し、この分野で豊富な知識と経験の蓄積があります。毎年
全国の図書館から職員を招いた保存講習会を行っており、今回は東北地区
を会場にした初めての実演講習会という貴重な機会となりました。

最後は、当館の書庫見学ツアーと、開催中の企画展「西洋古典への扉」の
ギャラリートークに参加していただくことで、当館の古典資料を通じ、西
洋古典資料の実際を目にする機会を設けました。参加者はいずれも興味
深く見入っていました。

本講習会は、当館と一橋大学附属図書館・同社会科学古典資料センター
が主催し、東北地区大学図書館協議会研修部会の協力を得ました。関係者
にこの場を借りてお礼申し上げます。

11月1日（木）から18日（日）まで、附属図書館多目的室にて企画展を開
催しました。今年の企画展は従来とは趣向を変え、当館で初めて西洋の古典
資料をテーマに選びました。

現在、私たちが手にしている本の姿は、いつごろ、どのようにしてできた
のでしょうか。

江戸時代までの日本人にとって、「本」といえば和紙でできたもので、それ
らが何枚も糸で袋綴じされた姿が当たり前でした。手書きの本もありました
が、大量に売られ庶民が手にするようなものは、文字を版木に彫り、これらを
墨で刷るといった方法で作られていました。

こうした時代に生きた日本人にとっては、今のよう
な姿で大量に本が流通している様子など想像できな
かったことでしょう。

現代の本の姿は、15世紀半ば、ヨーロッパでグーテ
ンベルクが活版印刷術を発明したことを起源にもちま

す。本展では、当館が所
蔵する15 ～ 18世紀の
資料を中心に、西洋の本
の歴史と文化を追う趣向
としました。展示の内容
は、西洋の本の構造、装
丁、紙、版面のレイアウ
ト、扉や各ページに見ら
れる特徴的な表記、フォ
ントなど、本に付随する
各テーマを掘り下げてご
覧いただく仕掛けとしま
した。

東北地区西洋古典資料保存講習会を開催しました。

平成30年度企画展「西洋古典への扉 －The Door into Old and Rare Books」
を開催しました。

日本心理学会大会でヴント文庫と古典機器を展示

▼古典的心理学実験機器

▼当館の破損資料

▼ヴント文庫

▼ポスター

▼会場で放映した動画　

▼記念講演会の様子

▼西洋の紙に残された製造者を
示す透かし模様（ウォーターマー
ク）

▼展示した西洋の本

▼使用されたフォントの形態と歴史

▼展示会場の様子

▼熱心に聴講する各大学の参加者

【せんだいメディアテークと協力企画】 
①活版印刷の動画紹介

11月14日（水）の記念講演では、せんだいメディアテーク保
管の活版印刷機の実物を館内にお借りし、活版印刷をテーマと
した講演会とワークショップを開催しました。

本学の小川知幸助教（総合学術博物館）からは、「活版印刷の発
明者・グーテンベルク」というタイトルで基調講演をいただきま
した。グーテンベルクの活版印刷術が真に発明したものは何か、
写本から継承したものは何かについて解説をいただきました。

続くワークショップでは、ハリウコミュニケーションズ株式
会社の菊地淳氏から、「金属活字組版の実際」というテーマで、
昭和時代に実際に使っていた活版印刷機による実演により、金
属活字や組版の手順についてお話をいただきました。

いずれも盛況で、記念講演会が終わってからも、会場に残って
講師に集まる参加者が多く見受けられました。

この他、北青葉山分館と総合学術博物館による連携展示「黎明
の自然科学」も理学部自然史標本館で開催され、訪れた見学者が
熱心に見入っていました。

会場では、せんだいメディ
アテーク製作による動画「活
版印刷のすゝめ」を上映し
ました。6分程度の短いな
かで、活版印刷の工程を紹
介し、各工程で発する特徴
的な音まで収録したもので
す。皆さん立ち止まって熱心にご覧になっていました。

【せんだいメディアテークと協力企画】 
②記念講演会
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Tuesday, September 18
3–4:30 p.m.

Archives of Dealing with Earthquake  
Disasters in Japan: Great East Japan Great Earthquake

Marie Kobayashi TOHOKU UNIVERSITY 

This presentation will discuss the collection of earthquake disaster materials—and their digitization—on the Great East Japan 
Earthquake (hereinafter referred to as “3.11”), which occurred on March 11, 2011. Japan is located in the circum-Pacific orogenic belt, 
and earthquakes occur frequently. Since the 1990s, collections of materials (e.g., books, journal articles, leaflets, photos, etc.) on 
earthquake disasters have been started by libraries. Since then, the collection of resources has proven to be very useful. This is why 
materials on the earthquake disaster were gathered when 3.11 took place and released as digital archives. This presentation will explain 
in detail the following three points:

1. “Campaign: Donate Earthquake Disaster Materials to the Library”: Miyagi, Iwate, Fukushima prefectures were seriously
damaged by 3.11. The university library and the prefectural libraries of these three prefectures cooperated and called for the 
donation of earthquake materials nationwide. The Tohoku University Library led this campaign. The donated materials that 
were granted permission are published as digital archives.

2. “Michinoku-Shinrokuden”: Tohoku University gathered disaster information for research. In collaboration with enterprises, 
Tohoku University made visual representations of the data. Charts, graphs, and even maps of the tsunami trajectory have
been visualized and made available to the public.

3. “Hinagiku”: A website for cross-cutting searches of earthquake archives, published in municipalities and libraries in
various regions. It is provided by the National Diet Library (NDL). In the website, a preservation project by NDL, earthquake 
disaster archives are also being collected.

Marie Kobayashi
Librarian, 
Tohoku University

Marie Kobayashi is a librarian at Tohoku 
University. After studying library and information 
science at the University of Tsukuba, she became 
a librarian of Tohoku University Library in 
Sendai. From 2011 to 2014, she was in charge of 
cataloging and acquiring materials at the Tohoku 
University Institute for Materials Research Library. 
In 2015, she moved to the Tohoku University 
Library system section, where she managed digital 
archives and library systems and promoted open 
access. During these periods, she was cooperating 
with her team to support an information literacy 
class for students. This year, she also has a class 
of library science at the Miyagi Gakuin Women’s 
University. Her research field is the cataloging of 
classical books.
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